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しょめい ちょしゃ しゅっぱんしゃ せいきゅうきごう ないよう

ゆきのひ
加古  里子／さく・え

福音館書店 エホン/カ

ふゆになると、たくさんゆきがつもるまちのようすが、かかれたえほ
んです。そこには、まちにすむひとたちや、ゆきぐにでくらすくふう
が、たくさんとうじょうします。たこあげやかまくらであそんだり、
ちょっとなつかしい、ゆきぐにのくらしをみることができます。

はたらきもののじょせつしゃ
けいてぃー

バージニア・リー・バートン／ぶんとえ
石井　桃子／やく

福音館書店 エホン/ハ

　トラクターのけいてぃーは、じぇおぽりすというまちでじょせつさ
ぎょうをしています。あるふゆに、２かいのまどのたかさまでゆきが
ふりつもります。けいてぃーは、じょせつさぎょうにおおいそがし。
はたして、まちのせいかつをとりもどせるでしょうか？

ゆきのひ
サム・アッシャー／作・絵

吉上  恭太／訳
徳間書店 エホン/ア

あさめがさめるとゆきがふっていた。あーあ、いやなおてんきだな。
おじいちゃんになにもしたくないんだとそうだんすると、とくべつな
ことをしようといってくれた。なにをするのかとおもったら、そりを
つくってくれた。さあ、そりあそびにでかけよう。

ゆき
ユリ・シュルヴィッツ／作

さくま  ゆみこ／訳 あすなろ書房 エホン/シ

　はいいろのそらから、ゆきがひとひらまいおりてきた。おとこのこ
が「ゆきがふっているよ」といったが、おとなはふっているとはいわ
ない。そのごもひとひらまたひとひら。おとなたちも、ラジオもテレ
ビも「ゆきはふらないでしょう」というけれど、ゆきはつぎつぎとな
かまをよんだ。

雪の花
ロシアのお話

セルゲイ・コズロフ／原作
オリガ・ファジェーエヴァ／絵

田中  友子／文
偕成社 エホン/フ

森のどうぶつたちがモミの木をかざりつけていました。ところがク
マくんのすがたが見えません。むかえにいくと、高い熱をだしてねて
いました。「雪の花」がないと治らないと聞いたハリネズミは、だれ
も見たことのない「雪の花」をさがしに、雪深い森の中へかけだしま
した。

このゆきだるまだーれ？
岸田　衿子／文

山脇　百合子／絵
福音館書店 Sエホン

　もみちゃんはそりであそぼうとします。すると、りすとぶたとくま
といぬとうさぎがいっしょにそりにのりたいとやってきます。みんな
でやまのうえからすべると、とちゅうでみんながおちて、ころころこ
ろがって、ゆきだるまになっちゃった。このゆきだるまだーれ？
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